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筆
者
が
勤
務
す
る
東
京
工
業
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教

育
院
は
、
文
部
科
学
省
の
支
援
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
な
原
子
力
危
機
の
分
野
に
お
い
て
、
国
際
的
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
修
士
・
博
士
課
程
一
貫
の
学
位
取
得

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
高
い
志
を
持
っ
て
、
人
々
、
社
会
、
お
よ
び

世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ

と
を
教
育
目
標
と
し
て
い

る
。
学
生
は
全
寮
制
の「
世

界
原
子
力
安
全
・
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
道
場
」
に
入
門
し
、

一
部
の
教
員
も
学
生
と
と
も

に
住
み
、
学
生
が
互
い
に

切
磋
琢
磨
す
る
教
育
環
境

を
整
え
て
い
る
。
こ
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
寮
に
お

い
て
学
生
が
自
主
的
に
道

場
ゼ
ミ
を
開
催
し
て
い
る
。

　

学
生
が
自
ら
提
供
す
る

テ
ー
マ
に
つ
い
て
相
互
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
幅

広
い
知
識
や
教
養
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力
を
高
め
る
こ

と
が
道
場
ゼ
ミ
の
目
的
・
ね
ら
い
で
あ
る
。
と
か
く

原
子
力
ム
ラ
と
称
さ
れ
る
閉
鎖
的
な
傾
向
に
陥
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
テ
ー
マ
は
基
本
的
に
原
子
力

に
関
連
し
な
い
も
の
が
選
ば
れ
る
。
ま
た
、
留
学
生

が
い
る
た
め
、
発
表
・
討
論
は
主
に
英
語
で
行
う
。

夕
食
後
の
午
後
八
時
～
十
時
頃
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
時
間
帯
に
道
場
ゼ
ミ
を
実
施
し
て
き
た
。
時
折
、

外
部
の
学
識
経
験
者
や
専
門
家
な
ど
に
講
演
を
お

願
い
し
た
り
、
あ
る
い
は
東
工
大
の
教
官
が
話
題

を
提
供
し
て
、
そ
の
後
に
学
生
達
に
よ
る
自
主
的

な
討
論
に
移
る
こ
と
も
あ
る
。
筆
者
も
、
本
連
載

の
よ
う
な
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
に
お
け
る
歴
史
・
地
形

及
び
文
化
的
比
較
の
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
両

市
の
類
似
性
に
は
歴
史
的
必
然
性
が
あ
る
の
で
は
、

と
い
う
の
が
学
生
の
主
な
意
見
で
あ
っ
た
。
学
生
同

士
が
英
語
で
活
発
な
討
論
を
行
う
こ
と
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広
い
知
識
と
討
論
力
、
さ
ら

に
国
際
交
渉
力
に
つ
な
が
る
実

力
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
。（
写

真
の
講
師
は
当
時
在
日
フ
ラ
ン

ス
大
使
館
、
現
在
は
ウ
ィ
ー
ン

の
国
際
原
子
力
機
関
勤
務
。
本

文
、
写
真
と
もhttp://w

w
w

.
dojo.titech.ac.jp/

よ
り
引
用
）

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と

京
都
の
対
比
で
は
、
両
市
近
郊

の
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
ス

キ
ー
場
と
言
え
ば
、
市
内
か
ら

車
で
南
に
約
一
時
間
の
所
に
あ

る
セ
メ
リ
ン
グ
が
ウ
ィ
ー
ン
か

ら
最
も
近
い
ス
キ
ー
場
と
し
て

人
気
が
高
い
。
ナ
イ
タ
ー
コ
ー

ス
が
六
本
あ
り
、
平
日
の
夜
や
週
末
は
ウ
ィ
ー
ン
か

ら
日
帰
り
ス
キ
ー
を
楽
し
む
若
者
が
気
軽
に
車
を

走
ら
せ
る
。
ア
ル
プ
ス
の
有
名
な
ス
キ
ー
場
ほ
ど
規

模
は
大
き
く
な
い
が
、
標
高
九
八
四
ｍ
の
山
頂
か
ら

一
気
に
滑
り
降
り
る
た
め
、
上
級
者
で
も
か
な
り
滑

り
応
え
が
あ
る
。
一
九
九
五
年
以
来
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
女
子
ス
キ
ー
が
こ
こ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
大
人

も
楽
し
め
る
木
製
の
本
格
派
な
そ
り
滑
り
専
用
ゲ

レ
ン
デ
が
あ
る
の
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
珍
し
い
。

ス
キ
ー
に
疲
れ
た
ら
プ
ン
チ
ュ
ス
タ
ン
ド
で
ホ
ッ
ト

ワ
イ
ン
や
プ
ン
チ
ュ
で
体
を
温
め
、
し
ば
し
一
息
入

れ
る
の
が
楽
し
い
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
市
内
唯
一
の
ス
キ
ー
場
と
し

て
、
左
京
区
広
河
原
尾
花
町
に
位
置
す
る
広
河
原

ス
キ
ー
場
が
あ
る
。
市
内
か
ら
車
で
約
九
〇
分
ほ

ど
で
あ
る
が
、
豪
雪
地
帯
の
丹
波
高
地
に
あ
る
。

ペ
ア
リ
フ
ト
一
基
と
標
高
六
三
五
ｍ
の
山
頂
か
ら
の

コ
ー
ス
と
中
間
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
た
小
規
模
な

ス
キ
ー
場
で
あ
る
。
両
コ
ー
ス
は
連
続
し
て
滑
走
で

き
る
。
山
頂
コ
ー
ス
は
林
間
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、

山
の
斜
面
を
蛇
行
す
る
よ
う
に
コ
ー
ス
が
造
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
中
間
コ
ー
ス
は
山
頂
コ
ー
ス
に
比
べ
て

直
線
的
で
幅
が
広
く
、
斜
度
も
な
い
こ
と
か
ら
滑
り

や
す
い
。
平
日
及
び
土
曜
は
ナ
イ
タ
ー
営
業
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、平
日
は
仕
事
帰
り
の
利
用
者
が
多
い
。

こ
の
他
、
東
山
連
峰
を
越
え
た
滋
賀
県
に
は
、
び

わ
湖
バ
レ
イ
、
箱
館
山
、
伊
吹
山
な
ど
の
中
規
模

ス
キ
ー
場
が
点
在
し
て
お
り
、
京
都
か
ら
日
帰
り

で
も
十
分
楽
し
め
る
の
が
ウ
ィ
ー
ン
と
似
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
セ
メ
リ
ン
グ
で
何
度

か
滑
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
と
雪
質

が
良
く
、
空
い
て
い
て
滑
り
や
す
か
っ
た
。
広
河
原

ス
キ
ー
場
は
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
び
わ
湖
バ
レ

イ
に
は
学
生
時
代
に
数
回
行
き
、
札
幌
で
鍛
え
た

実
力
を
披
露
し
た
。
目
の

前
の
琵
琶
湖
の
眺
望
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
両
市
近
郊

の
ス
キ
ー
場
を
紹
介
で
き
た

幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
セ
メ

リ
ン
グ
で
の
写
真
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純

前
京
都
大
学
教
授

　
　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ　

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 

75
シュテファン大聖堂の暖房
シュテファン大聖堂は 2000 年から《フェルンヴェル
メ Fernwärme》で暖房している。一般ごみの焼却で
得た温水によるウィーン市の地域集中暖房システムで
ある。教会内には貴重な祭壇や絵画があり、室温が 12
度℃以下になるとこれらの歴史的文化財が傷付いてし
まう恐れがあるので、温風循環による特殊な床暖房装
置が働いている。また、
大聖堂の隣の建物に設置
した 80㎡ の太陽光発電
装置が教会に電力を供給
している。節電のため大
聖堂は 2018 年１月に全て
ＬＥＤ照明となった。


